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  ２００４全日本語りの祭ｉｎ修善寺にむけて 

実行委員長  上原佐恵子 

 
 「語りの祭りの役を受けて頂けませんか？」      
修善寺図書館の小川さんからの電話は春もやの晩でした。小川さんとは昔話の勉強をする場で
御一緒でしたし、我が家のささやかな語りを楽しむ会に、欠かさず顔を見せて下さるという数年
間がありました。優しい響きの中にも凛とした声は否といえない何かがあり、私は思わず「お手
伝いならば・・・」と答えていたのです。 
 さて、「全日本語りの祭り in修善寺」は既に動き出していました。6月 11日出席した会議では
各委員から会場、宿泊、ちらし、物産、等の具体案が
出され活発な意見が交わされていました。和気藹々の
場で私は安心と同時に＊お手伝い＊ではすまされな
い事の重大さに胸がドキドキし始めました。 
一実行委員として受けた私の役は 3ヶ月後、違う形
になりドキドキ度数は増す一方です。10月 31日の全
日本語りネットワークメンバーとの打ち合わせ、11
月1日のテラブレーション時も自分が果たすべき役柄
がよく分からないまま過ぎてしまったような気がし
てなりません。 
 けれども、打ち合わせを重ね、12 月 6 日に初めて
語り部門だけの会議で実行委員達の顔ぶれを見るこ
とが出来た時は、共に作り上げていく喜びが改めてこみあげてきました。  
更に 10日、17日と各部門実行委員長会議、全日本語りネットワークのメンバーとの会議でよ
うやく 2004 年 10 月 2日、3日の案がまとまりました。決定ではありませんが概要を記します。  
１日目・・・開会式、ゲストの語り、語りの部屋（1～10）、夜語り 
２日目・・・あちこち語り場、懇親パーティ（屋台村・BGM 付）、語り広場、閉会式 
 皆の共通意識は修善寺らしさで、＊あちこち語り＊にその特色を出そうと考えています・・茶
屋、庵、旅館、公園、又は竹林の通り道まで含んで 10 ヶ所同時進行の語りの場で。きっと楽し
んで頂けるはずです。 
ちなみに私の家は修善寺まで車で 10 分程の所ですが時々日帰り温泉へ行きます。お風呂に入
って、ちょっぴりお酒を頂いて美味しいランチ、それから川沿いをぶらぶら歩くのです。・・そ
の上、語りを聞くことが出来たら・・これ以上の幸せはないと（私は）思うのですが如何でしょ
うか。 
 今年の語りの祭は 2日間で千人を想定しています。千人との出会い、そして迎える日までの出
会い、たくさんのおはなしとの出会い・・祭りが済んでその先も語り手たち同志の出会いの輪が
広がりますように、・・私のドキドキ（期待に化学変化）は続きそうです。 
                        




